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他科の先生に
知って欲しい 内科編⑥

骨髄不全症とは？

 岡山市立市民病院　副院長　今　城　健　二

　超高齢化社会を迎え、会員の先生方の診療される患者さんも相当の
高齢化が進んでいることと拝察致します。造血を担当する骨髄につい
ても高齢化に伴い機能不全を来す患者さんが増えております。骨髄
不全（bone marrow failure：BMF）の範疇には、先天性骨髄不全症
候群（inherited bone marrow failure syndromes：IBMFS）と、骨髄
異形成症候群（myelodysplastic syndromes：MDS）、再生不良性貧
血（aplastic anemia：AA）、大顆粒リンパ球増多症（large granular 

lymphocytosis：LGL）、赤芽球癆（pure red cell aplasia：PRCA）、発作性夜間ヘモグロビ
ン尿症（paroxysmal nocturnal hemoglobinuria：PNH）、骨髄増殖性腫瘍（myeloproliferative 
neoplasms：MPNs）などの後天性骨髄不全が含まれます。これらの疾患にはオーバーラッ
プがあり、その境界を明確に区別できないこともあります。この中で日常多く見かけるの
はAAとMDSです。
　AAは何らかの原因で造血幹細胞が持続的に減少した結果、血球減少を生じた状態で
あり、骨髄は低形成です。このうち特発性再生不良性貧血は、T細胞を介した免疫学的
機序による造血幹細胞の傷害が、主な原因であろうと推測されており、免疫抑制療法
（immunosuppressive therapy：IST）が高率に有効であります。
　人口の高齢化に伴い増加しているのはMDSです。MDSは造血幹細胞における遺伝子変
異の蓄積により発症するクローン性造血器腫瘍であり、典型例では骨髄は正～過形成で、
造血細胞に異形成を認めます。血球減少やAMLへの進展が多いことが特徴です。治療抵
抗性の疾患で造血幹細胞移植の可能な若い症例以外での完治は困難な疾患です。無効造血
が特徴で、無効造血とは血球前駆細胞が成熟血球に分化する過程で正常に分化出来ずに血
管内に出る前にアポトーシスによって骨髄内で破壊されてしまう状態です。診断や治療の
ために専門医への紹介が多くなる疾患ですが、診断の入り口としてのコツは平均赤血球容
積（mean corpuscular volume：MCV）です。MCVはヘマトクリット値を赤血球数で割
算して出されますが、MDSではこれが上昇し大球性貧血を呈します。大球性貧血を呈する
病態は、ビタミンB12欠乏、葉酸欠乏、MDS、肝障害が代表的であり、MDSを見つけるきっ
かけとなる検査値異常です。古くから使われてきた古典的な検査項目ですが、MDSの発見
にはきらりと光る優れものと考えられます。MCVの低下する貧血の大部分は鉄欠乏性貧
血で治療も苦慮することも少ないと思われますが、MCVが上昇している貧血や血球減少
を認めた場合には思わぬ病態が隠れていることもありますので、気にしていただければ幸
いです。

（25）2019年（平成31年）３月25日発行岡 山 県 医 師 会 報　第 1498 号

常任理事会の報告

第31回常任理事会　２月６日　14時～ 15時50分
出席 　松山会長、大原副会長、神﨑専務理事、

内田会計担当理事、佐藤常任理事、藤本常
任理事、合地常任理事、中島監事　欠席：
清水副会長

協議
１　第30回常任理事会協議事項の承認について
　　【１－Ａ】１～８は全員一致で承認した。（神
﨑専務理事）
２　第22回中・四国老年期認知症研究会の後援
依頼について
　　中・四国老年期認知症研究会阿部康二、山
口修平先生から後援依頼があった。４月13
日（土）14時から岡山国際交流センターで開
催。老年期の認知症の研究発表と情報交流を
行い、診断・治療に関する知識の普及を目的
とする。後援することを全員一致で承認した。
（神﨑専務理事）
３　「天皇陛下ご即位30年」特集お祝い広告に
ついて
　　山陽新聞社から広告掲載依頼があった。掲
載日は２月24日（日）付。お断りすることを
全員一致で承認した。（神﨑専務理事）
４　岡山県国民健康保険団体連合会のポスター
について
　　岡山県国民健康保険団体連合会から掲示用
ポスターの確認依頼があった。内容の一部に
ついて県医師会の意向をお伝えすることと
なった。（神﨑専務理事）
５　中国四国医師会連合常任委員会（H31.3.30
（土）18：30　東京ドームホテル）の協議事
項について
　　中四連合委員長の森本島根県医師会長から
開催案内と協議事項の提出依頼があった。「勤
務医特別委員会の名称について」通常の「委
員会」という名称でいいのではないかという

ことを議題として提出することとした。（神
﨑専務理事）
６　第144回日本医師会臨時代議員会（H31.3.31
（日）９：30　日医会館）における質問につ
いて
　　中四連合委員長の森本島根県医師会長から
開催案内と質問の提出依頼があった。議題を
募ることとした。（神﨑専務理事）
７　平成30年度事業計画（補正）について
　　義援金に関連して、事業計画の公益関係機
関助成事業（公３）⑴地区医師会助成の部分
に「郡市医師会が行う地域医療提供体制の確
保事業並びに」と追記することを確認した。
（神﨑専務理事）
８　「岡山県医師会学術奨励賞」表彰規定の改
正について
　　第５条（論文内容及論文公表機関）の規定
に「査読を受けた論文」と、「論文１編」の
一文を追記することを全員一致で承認した。
（合地常任理事）
９　平成30年度第２回郡市等医師会長協議会と
社会保障部部員・同地区委員との合同会議
（H31.2.16（土）14：00　401会議室）の議題
について
　　レジメを確認した。協議12．義援金の分配
についても議題として追加することを全員一
致で承認した。渡邉玉野市医師会長の「2019
年10連休対策について」の質問は合地常任理
事に回答していただくことになった。（神﨑
専務理事）
10　平成31年度公益社団法人岡山県医師会予算
案について
　　中谷経理課長から平成30年度一般会計推計
書と平成31年度一般会計収支予算書（案）の
説明があった。全項目について検討した結果、
全体的に10％削減をめざし、再度予算を立て
直して次回理事会へ提出することを全員一致
で承認した。（内田常任理事）
11　平成31年度公益社団法人岡山県医師会事業


